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大戸まちづくり協議会が開催

上小塩地区の活動から

大戸地区における保育施設存続にむけて

　各地区の集会所や公
民館では、地区ごとに楽
しい催しが開催されてい
ます。
　上小塩地区では、7月
23日（木）に、上小塩公
民館において、「竹馬作
り」が行われました。
　地区の大人とこども約
20人が参加し、大戸の
竹を使った「竹馬」がたく
さん作られました。
　子どもたちは、できあ
がった竹馬で、さっそく竹馬乗り
に挑戦。慣れない竹馬に、最初
は、とまどいながらも、大人の手
助けの中、徐々に乗りこなすよう
になっていました。
　お昼には、地元で収穫された
野菜の漬物や煮物などが持ち寄
られ、皆で美味しく頂くなど、楽し
いひと時を過ごしました。
　また、上小塩地区の井上さんと
大関さんには、「ひしまき」作りの
取材にご協力いただきました。
　『ひしまき』または、『ひしもち』
は、 5月の田植えの時期、端午
の節句の頃、水にうるかした「も
ち米」を笹で包み、それを井草な
どのひもでむすび、茹で上げ、
「こびる」（ 10時のひと息）や
「つーはん」（お昼）などで食べら
れた行事食です。
　この試みは、本市に残る行事
食を「市政だより」等の広報誌で
取り上げ広く市民の皆さんへ紹
介するため、上小塩地区の井上
さんと大関さんのお二人にご協
力をいただき調理の経過などを
取材させていただきました。ご協
力ありがとうございました。

　 9月 3日（木）に、“大戸まちづくり協議会”第2回定例会が開催されま
した。地域の方々、約30名が参加され、『産業』『福祉』『教育』の3部会
に分かれて大戸町の課題や解決策について話し合いをしました。
　定例会では、「大戸町の課題は何か？」、「大戸町の課題解決のため
に、どんな取り組みを行うのが良いか」などについて様々な意見がでて
いました。
　今後も毎月、定期的に話し合いを行い、将来の大戸町について考えて
いきます。
　まちづくり協議会には、大戸町在住の方、大戸町に勤務の方など、ど
なたでも参加できます。途中参加も大歓迎です。
　関心のある方、参加したい方は大戸公民館までご連絡ください。

　○問合せ先：大戸公民館　電話９２－２３７３　

１０月１７日（土）に大戸小学校文化祭の『大戸小まつり』と、１０月
２４日 (土）に大戸中学校文化祭の『櫻樹祭（おうじゅさい）』が開催
されます。これまで、“地域に開かれた学校”を目指し、多くの地域
の方々にご参加いただいてきましたが、新型コロナウイルス感染症
予防のため、今年度は、児童生徒とそのご家族に限った参加をお
願いしたいと考えております。
　なお、詳細につきましては、小学校・中学校からのお便りをご覧く
ださい。

　地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

○問合せ先：大戸小学校　電話９２－２５０４
　　　　　　　　 大戸中学校　電話９２－２５１０　

大戸小学校・大戸中学校の文化祭について

　令和２年５月２９日、大戸報徳保育園において「大戸報徳保育園の今
後の運営」について保護者説明会が行われ、園児の激減による経営難
から令和３年度以降の経営継続は困難であるとの説明がありました。
令和２年度の入園者は、１０名となり、定員２０名の半数まで減少してい
ます。
　保育園では、経費節減などの自助努力をしているが限界が来ている
との説明もあり、保育園の経営面での判断はいたしかたないこととも考
えております。　
　しかしながら、大戸報徳保育園は、大戸地区における唯一の保育施
設であり、保育施設は大戸町に必要不可欠であることから、大戸町区
長会として、令和２年６月２２日に、「大戸地区における保育施設の存
続」について、会津若松市長あてに要望を行いました。
　市からは、７月１５日付で回答があり、「今回の要望を踏まえ、保育施
設の存続について検討する」旨の回答があったところですが、現在のと
ころ具体的な支援策は示されておりません。
　このことから、再度要望を行うこととし、１０月２６日に開催される会津
若松市区長会開催の「市長との対話集会」へも、保育施設の存続につ
いて再度要望を提出することとしました。
　大戸町区長会としても、今後も保育施設存続に向けた取り組みをして
まいります。
　地域の皆様におかれましても、保育園存続についてご支援いただきま
すよう、よろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○大戸町区長会
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生涯学習カレンダー１０月　 ９月２３日現在

※この予定は、９月２３日現在です。変更等の場合がありますので、
　各団体にお問い合せ願います。太字は、公民館主催事業です。

　

会津若松市若松第３地域包括支援センター　℡３８‐３０９０

おたっしゃたより（第３包括）

◇お知らせ◇

日 曜 公民館・学校・団体等行事予定 六曜・暦

1 木
大戸町区長会、大戸スポーツウエルネス吹矢ク
ラブ、大戸町まちづくり協議会、小学校（校外学
習）、中学校（ＣＡＰ生徒ワーク）

仏滅

2 金 中学校（第２回英語検定） 大安

3 土 体連卓球 赤口

4 日 中学校（卓球全会津大会） 先勝

5 月
放課後子ども教室（おおとっ子1455 ）、小学校
（全校朝会、書写指導）、中学校（働く人の話を
聞く会、櫻樹祭優先期間）

友引

6 火
小学校（自然体験学習 4.5年、まなべこツアー 6
年）

先負

7 水
やろっこめろっこ会、小学校（移動図書館、著名
人による出前講座）、中学校（職員会議）

仏滅

8 木
生きがい講座、高齢福祉課、大戸スポーツウエ
ルネス吹矢クラブ、小学校（校外学習 1年）

大安

9 金
介護予防講座、放課後子ども教室（おおとっ子
1455 ）、小学校（所長訪問）

赤口

10 土 体連卓球、中学校（ＰＴＡ親子奉仕作業） 先勝

11 日 友引

12 月 小学校（全校朝会、書写指導） 先負

13 火
小学校（大戸小まつりリハーサル）中学校（地域
奉仕作業）

仏滅

14 水 大戸お元気倶楽部、小学校（読み聞かせ） 大安

15 木
大戸スポーツウエルネス吹矢クラブ、小学校（市
植樹祭5年）

赤口

16 金 べっぴん３Ｂ 先勝

17 土 体連卓球、小学校（大戸小まつり） 先負

18 日 わらべ塾 仏滅

19 月
小学校（繰替休業日）中学校（手づくり弁当持参
の日）

大安

20 火 赤口

21 水 小学校（短縮 4校時） 先勝

22 木
大戸スポーツウエルネス吹矢クラブ、小学校（新
体力テスト、クラブ）

友引

23 金
大戸の歴史講座、放課後子ども教室（おおとっ
子1455 ）小学校（校外学習 5年）、中学校（櫻樹
祭準備）

先負

24 土 体連卓球、中学校（櫻樹祭） 仏滅

25 日 大安

26 月
放課後子ども教室閉講式、（おおとっ子1455 ）、
小学校（全校朝会）、中学校（繰替休業日）

赤口

27 火 レクダンス 先勝

28 水 友引

29 木
小学校（修学旅行～ 30日）中学校（スクール議
会）

先負

30 金 仏滅

31 土 体連卓球 大安

　朝晩の風がひんやりしてきました。
　山々は赤や黄の色に染まり思わずみとれてしまいます。
秋と言えば食欲ですね ! 。秋に収穫された食べ物には、私たちに
必要な栄養が豊富に含まれています。これから冬にむけて体の機
能を維持するためにも色々な種類の食べ物を 1 日 7 品目以上取
ることを目指し、バランスのよい食事を心がけましょう。
　また秋といえば芸術の秋ですね。去る 8 月に、芦ノ牧温泉街と
芦ノ牧温泉駅において大戸まちづくり協議会が中心となり竹灯籠
をつくり披露しましたが、第３地域包括支援センターの職員も参
加し、思い思いに竹を作品にしてみました。写真はその一例で
す。
　皆さんも一緒に参加し作り上げていきましょう。何事も『人生
チャレンジ！！』。

　個人番号を通知します。
　個人番号制度が始まります。
　世帯ごとに個人番号を記載した「通知カード」を簡易書留にて送付
いたします。

◆大戸お元気倶楽部

　7月15日（水）に大戸公民館講堂（体育館）で開
講式と eスポーツが開催され、大いに盛りあがりまし
た。
　 8月・ 9月にも開催し参加して頂いた受講生に楽しん
でいただきました。次回は10月１４日（水）午前 9時 30
分より大戸公民館で開催しますので皆様のお越しをお
待ちしております。

◆ 生きがい講座

　 8月27日（木）に開講式と第１回講座『昔か
たり講座』を開催しました。「語りの部」では会
津美里町付近の昔かたり、『明神と博士の背
くらべ』などお話ししていただきました。
　「歌の部」では『エール』でおなじみの古関
裕而作曲『高原列車は行く』を語り部の講師
や受講生で歌いました。
10月 8日は皆さんお楽しみの『マジック』です。
皆様のご参加をお待ちしております。

◆やろっこめろっこ会

　 8月19日（水）に開講式と eスポーツ、
9月9日（水）は健康マージャンをしました。
　 10月 7日（水）は『ハーバリウム』をつくり
ます。参加費は200円となっておりますので
是非皆さんのご参加をお待ちしております。

☆主催事業始まりました☆

会津若松市大戸公民館ホームページ
   https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs/2007081001115/

竹植木「猫と植木鉢」宮崎陽子　作 竹灯籠「鬼滅の刃」小柳慎　作
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